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アッシリア帝国　—強権の帝国—　　　　　　　　　　　　＞2講
　
＠地理的には「肥沃な三日月地帯」　（シリア・メソポタミア地方）

　＠歴史

　＞アッシュールの都市国家（前３千年紀）
　　・ニネヴェに大規模集落の遺跡がのこっている

　

　＞古アッシリア（前２千年紀前半）
　　・ロバを用いたバビロニアとアナトリア間の中継貿易で栄える

　　・この頃発展した商業都市はヒッタイトの台頭によって滅びたとされる

＞中期アッシリア（全２千年紀後半）
・初期はミタンニ王国の勢力下にあった

　・アッシュール・ウバリト１世の治世に大国化

　・後半にはアラム人の侵入により混乱

　・経済的基盤は穀物類の栽培や牧畜などの農業生産（肥沃だから）

　

　＞新アッシリア（全１千年紀前半）
　　・ディグラトピレセル3世　帝国の建設者
・アッシュール＝バニパル王の政策
・大型戦車や騎馬軍団の登場

　　・アッシリアの軍事的征服と強制移住政策　

　　　　強制移住とは、帝国にとって都合のいい人民を近くにつれてきたり

　　　　　　　　　　　帝国にとって都合の悪い人民を遠くにおいやったり

・国際交易の拡大　→　帝国を超える国際商業ネットワークの成立

　　・最初の世界帝国：それまでの支配は言語、文化の支配まで至らなかった
　　シリア・パレスチナには多様な民族がいたが、ユーラシア大陸にスキタイなどの騎馬遊牧民が出現したため統一の機運が高まった。
前612年内紛と新バビロニア帝国・メディアの侵入によって首都ニネヴェ陥落
ペルシア帝国　—寛容の帝国—　　　　　　　　　＞2講

アケメネス朝ペルシア（前５５０年〜前３３０年）　

ペルシア人（パールサ人）の国

　征服の過程

・同系のメディアに服属していたが、キュロス2世のときメディア・リディア・新バビロニア王国を滅ぼし建国。
・子のカンビュセス２世のときに古代オリエントを統一

・ダレイオス1世の時期に、東はインダス川、西はエーゲ海に至る大帝国に
中央集権体制による帝国支配

・寛容な支配

　　アッシリア帝国が厳しい支配で被服族民の反感を買い、結果滅びてしまった事を考慮し、貢納と軍役の義務さえ果たせば伝統と宗教を尊重する政治を行った。

・通信網の整備

「王の道」　ダレイオス１世による古代の公道　

　　　　　　スサ〜サルデスをつなぐ

　　　　　　駅伝制がとられた

・サトラップ（総督）：行政の監視

「王の目」（巡察官）：サトラップの監視　

「王の耳」（密偵）：王の目の監視

・アラム語とアラム文字の採用（国際共通語）

　　　アラム人は内陸中継貿易で活躍し、彼らが使っていた言語、アラム語が国際的な　　商業語となっていた

　　　　→諸

族間の交流があった
マケドニア王国　　　　　　　　　　　　　　　　　＞2講
　
ドーリス系王朝のエトノス国家

　農耕と牧畜の国家

　フィリッポス２世による軍事力の強化

　　前338年　カイロネイアの戦いで勝利

　　　　　　　スパルタを除く全ギリシアを征服

　　騎馬軍団の充実

　　長槍（サリッサ）の威力

アレクサンドロス大王の東方遠征（前３３４年〜）―野望の帝国―
　前３３３年　イッソスの戦いでペルシア皇帝ダレイオス３世打ち破る

　前３３１年　ガウガメラの戦いで再びダレイオス３世打ち破る

　前３３０年　アケメネス朝を滅ぼし大帝国を建設          ＞92-50AB
「オリエントのヘレニズム化」、または「ギリシアのオリエント化」が起こる
　→ヘレニズム世界の成立　　　　　　　　　　　　　　　　＞94-51AB
専制君主制＝帝国支配の継承

ギリシア人を中枢にしたペルシア人官僚の統治体制

軍の再編：マケドニア人とペルシア人の混成部隊

コイネー（マケドニア王国の共通語）を公用語とする　

ヘレネス（ギリシア人）の文化を基盤とする

ギリシア人とペルシア人の通婚を進める→混血、文化の融合

アレクサンドロス大王の死後、後継者争い（＝ディアドコイ戦争）

結果、アンティゴノス朝マケドニア、プトレマイオス朝エジプト、セレウコス朝シリアの三国に分かれる（勢力均衡の平穏）

ローマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞3講
古代ローマ主要事項の年表

BC 753　　伝説上のローマ建国  　　　　　　　　　　　　　　＞3講2）143-71
BC 509    王政廃止、共和政樹立　　　　　　　　　　　　　　＞3講3）
BC 494    聖山事件（平民が蜂起し、護民官がおかれるようになる。）
BC 450    十二表法の成立（最初の成文法）　　　　　　　　　＞3講3）148-73 
BC 445    カヌレイウス法（貴族と平民の通婚が認められる）
BC 396    ウェイイ（エトルリア人の町）を攻略　　　　
BC 390    ケルト人の来襲　　　　　　　　　　　　　　　　　＞3講3）
BC 367    リキニウス・セクスティウス法（執政官のうち１人を平民から選ぶ

　　　　　ことになる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞150-75A 
BC 343    第１次サムニテウス戦争（〜BC341）　　　　　　　 ＞3講4）
BC 340    ラテン戦争（〜BC338）　
BC 326    第２次サムニテウス戦争（〜BC304）　　　　　　　 ＞3講4）
BC 312    アッピア街道の建設が始まる
BC 298    第３次サムニテウス戦争（〜BC290）　　　　 　　　＞3講4）
BC 287    ホルテンシウス法（平民会議決が元老院の承認無しに法律となるこ

　　　　　ととなる）
BC 280    この頃、最初の銅貨、最初の銀貨が発行される。

BC 272    タレントゥム戦争　　　　　　　　　　　　　　　　＞3講4）
　　　　　　　エピルス王ピュロスの援助を得たタレントゥムがローマに侵攻
BC 264    第１次ポエニ戦争起こる（〜BC241）　　　　 　　　＞cf.10
BC 227    シチリアを属州とする
BC 218    第２次ポエニ戦争始まる（〜BC201）　　　　 　　　＞4講2）
  　　　　　　ハンニバルのアルプス越え　　　　　　　　　　＞4講2）
BC 216    カンネーの戦いでハンニバルに大敗　　　　　　　　
BC 215    第１次マケドニア戦争（〜BC205）　　　　　　　　　＞1講2）
BC 202    ザマの戦いで大スキピオがハンニバルを破る  　　　 
BC 201    第２次ポエニ戦争が終わり、ローマが西地中海の覇権を握る
BC 200    第２次マケドニア戦争（〜BC196）
＞1講2）
BC 171    第３次マケドニア戦争（〜BC168）この戦争でローマの勢力が東地中

　　　　　海に広がる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞1講2）
BC 149    第３次ポエニ戦争（〜BC146）　　　　　　　　 　　　＞1講1）
          第４次マケドニア戦争（〜BC148）　　　　　　 　　　＞1講2）
BC 146    カルタゴを滅ぼす（小スキピオ）　　　　　　　　　　＞1講1）/4講3）
          マケドニアを属州とし、コリントを破壊する　　　　　＞1講2）/1講3）
BC 133    ティベリウス・グラックス護民官となり、土地問題の改革を目指す
          が元老院派に殺される
BC 123    ガイウス・グラックスが護民官となり、諸改革にのりだす
BC 121    ガイウス・グラックスが元老院派に襲われて自殺
BC 111    ユグルタ戦争（〜BC105）
BC 107    マリウスの軍制改革
西地中海世界の先住民とローマ人　　　　　　　　　　　＞3講1）
西地中海世界先住の地中海人種　〔母権制社会〕

北アフリカ：ベルベル人

イベリア半島：イベレス人

シチリア島：イベリア系シカニア人

　　　　　　　　小アジア系エリュモス人

　　　　　　　　イタリア系シケリア人

サルディーニャ島：サルドイ人

イタリア半島：エトルリア人
マグナ・グラキア（大ギリシア）とシチリア：ギリシア人　

カルタゴ：フェニキア人
インドヨーロパ系諸民族の移住〔父権制社会〕

イベリア半島、フランス、イギリス、アイルランド：ケルト人

古イタリア人

エトルリア人とローマ人（トロイア人の末裔を自認する）　　　＞3講2）
　ヴィラノヴァ文化（初期鉄器時代）＋オリエント化→“ラセンナ”

　エトルリア人の都市国家

　　紀元前８世紀〜紀元前４世紀ごろにイタリア半島中部にあった都市国家

　　盛んな海上交易によって勢力圏を拡大していった

　　著しい都市形成と住民の拡大再編制（全６世紀前半）

　　　城壁建造　、　クラシス・ケントゥリア制（選挙制度）　

　　　トリブス区分　、　重装歩兵密集隊（戦略）

　　領域拡大と市民団の増大　→　ラティウムにおけるローマの優越

　意義：ギリシア文化のローマへの仲介と都市の建設

共和制国家ローマ　　　　　　　　　　　　　　　　　＞3講3）
S,P,Q,R　＝　Senatus Populusque Romanus 

　「ローマの元老院と市民」、すなわちローマ国家全体（共和制ローマ・ローマ帝国）の
主権者を表す言葉　　　演説の冒頭などにも使われた。

　　現在でもこのSPQRはローマの様々な公共物に刻まれている
Civitas（市民団）＝ Res Publica（国家＝共和制）

身分闘争（貴族（パトリキ）と平民（プレブス）の間の身分闘争）

・十二表法（私権の保証、貴族と平民との通婚禁止、家父長の絶対権など
　　　　　　身分による区別が残る）　　　　　　　　　　　　　　148-73　　　ｐ149『２．もし他人の身体の一部を傷付け、この者と和解せざる場合は、同害報復のあるべし』・・・同害復讐の考え方
ｐ149『もし手あるいは棍棒にて骨を折りし場合、自由人に対しては３００、

もし相手が奴隷なれば150の罰金刑に服すべし』・・・身分による差別

・リキニウス・セクスティウス法（土地所有の制限、平民からコンスル１名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　151-75A
・ホルテンシウス法（ローマの民会の１つである平民会の決議が、元老院の承認なしに　　すべての市民に有効となる）

貴族と平民有力者が新貴族（ノビレス）を形成し、元老院や高位官職を支配

法（jus）と習俗（mores）＝法律（lex date）と祖先の威風（mos maiorum）
ｐ155『ローマ人諸君、・・・・・・“もしかのアレクサンドロス大王がイタリアに到着し、若者のころの我々や、都市も盛りのわれらが父たちと一戦を交えたとしたら、ローマの名声を高める結果に終わっただろう』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・祖先の威風

ポリス（農耕市民の戦士共同体）における軍国主義（共和制ファシズム国家）

　周辺諸勢力の制圧                                        ＞3講4）
　　ラテン人、サビニ人、アエクイー人、ヴォルスキー人、エトルリア人

　ケルト人の侵入（連戦戦傷者の不名誉なる屈辱）
→カミルス「ローマ第二の創建者」　　　　　　　　　　　
ケルト人の侵入により、ローマは一時滅亡寸前に追い込まれる
　　カミルスは散り散りになったローマ市民を取りまとめローマに向かい進軍

　　ケルト人を散々に打ち破った
　Vae victise（黙れ、敗者）

ローマの一角で立てこもった市民たちはケルト人の王に身代金と引き換えに兵の撤退を交渉。その引き換え時に秤に細工をしてより儲けようとしたが、それに気づいたローマ人がこれを指摘。するとケルト人は、ローマ人に対して「黙れ、敗者」と答えたという。

サムニウム戦争（前343-341、327-304、298-290年）

タレントゥム戦争とピュロス王の侵攻→「王者の集まり」
当時の新興都市国家ローマがイタリア半島南部の都市国家タラントゥムと戦うことになったとき、常備戦力をほとんど持たない経済都市タラントゥムは、当時既に武将として盛名をあげていたピュロスを莫大な報酬を約束して傭兵として雇い入れた。ピュロスは当時はまだほとんど無名であったローマ軍を見て「あの蛮族は陣形を見る限り野蛮ではないようだ」と評したという。
ポエニ戦争                                 　＞1講1）158-79AB
西地中海の覇権をめぐるローマとカルタゴとの戦争
第一回（前２６４～前２４１）
シチリア島が主戦場
ローマが勝利

シチリア島はローマ最初の属州となる

第二回（前２１８～前２０１）
カルタゴの将ハンニバル
像をつれてアルプス越え、イタリアに侵入

前217年　トラシメヌス湖の戦い：カルタゴ軍がローマ軍を沿岸に追い詰め大勝

前216年　カンネーの戦い：カルタゴ軍5万がローマ軍8万を包囲、大勝

しかしその後イタリアの諸都市はローマとの同盟を維持しため戦いは長期化
両国疲弊

大スキピオがカルタゴ本国をつき、ハンニバルは急遽遠征より帰国

前202年　ザマの戦い：カンネーの戦いを研究して戦いに臨んだスキピオが勝利
　　　　　　　　　（カルタゴ側の強みであった像を大きな音で驚かせ、カルタゴ軍の混乱を招くなど）

第三回（前１４９～前１４６）
第二回ポエニ戦争終了後もカルタゴの産業と貿易はローマの有力な競争者であったため、ローマが開戦
小スキピオの率いるローマ軍がカルタゴを廃墟にする

　
カルタゴの滅亡（灰燼に煙る徹底的な破壊）　　　　　　　＞1講1）
小スキピオ率いるローマ軍の侵攻
小スキピオ：「ローマもいつか（カルタゴのように）
滅びる日が来るのであろうか」
ホメロス：「いずれその日の来たらん、われらの聖なるイリオスも、プリアモスも、名だたる槍を帯びるプリアモスの民も、すべてが滅び去る日の」

（『イリアス』）
マケドニアの属州化　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞1講2）
　四次にわたるマケドニア戦争（古代ローマVSアンティゴノス朝マケドニア）
第1次：フィリッポス5世がハンニバルと同盟しローマと戦う

第2次：フラミニヌスによりローマ勝利

第3次：マケドニア王ペルセウスが敗北し滅亡

第4次：マケドニア、ローマの属州（プロヴィンキア）となる

　　　ローマ人の支持を受けたアンドリスコスが遠征軍総司令官
　以後ローマはマケドニア王家の役割を担う
　属州とされたマケドニアは管轄地として扱われる
　（将軍と住民との恩義・信頼関係）

コリントの破壊　
＞1講3）
　コリント：商工業で栄えた古代ギリシアの都市国家

アカイア同盟（対マケドニアのためにローマと友好関係）の離反　95-52
　　ローマに抑留された同盟要人の身柄返還の要求（前150年帰国許可）

　　親ローマ派における反ローマ感情の成長

　アカイア戦争（前146年）
　　商工業の一大中心都市コリントの破壊（都市下層民の反ローマ感情）
共和制ファシズム国家論（１）　　　　　　　　　　　　＞Ｂ４レジュメ左
　1）「父祖の遺風」＝　mos maiorum

・「勇気と名誉はどうあるべきか」

　　　　父祖の物語を刻み込む　

自分の祖先がどのように生きてきたかを口承し、

ローマ人の行動の規範としてしめす
・「ローマ人は敗北を決して忘れない」
　　　　ローマは他のポリスなどとは違い、戦争に負けて帰ってきても特に罰することは無かった。なぜなら、彼はすでに生き恥をさらしており、その恥を雪ぐために努力するに違いないからである。
　　・盲目のアッピウス・クラウディウス　　　　　　　　154-77
　　　　クラウディウスは元老院に歩み出て祖先の遺風を語った。

　　・国家（res publica）への自負

        戦士はもちろんのこと、一般市民にもローマ国家の一員という自覚が
国家主義

　「ローマ国家は古来の遺風と人からなる」

　Moribus antiques res stat Romana virisque  （キケロ『国家論』）

　古来の遺風…mos maiorum のこと

軍国主義　（軍国美談の存在）
リヴィウス『ローマ建国史』などを始めとするローマの歴史書からは、記された事件の真偽よりもむしろ、「ローマ人たちがどのように父祖の遺風を聞かされてきたか」ということが重要である。

「ローマ人は平穏なときよりも困難なときのほうが信頼できる」　
　　　　ローマ人のトラウマ
　　　　　独裁制への嫌悪　→　複数の知識人からなる合議制へ 

P156  「元老院は私にはたくさんの王の集まりのように見えました」
　　　　　自由の尊重

（自由人と奴隷の身分がある中で、「我々ローマ人は自由人」だという自覚があった）

　　

　２）興隆期の社会　比較の事例

　Ａ　武士道（幕末維新期の精神土壌）
　　　　日本の武士道は功利主義、利己主義といったものではなく、

　　　　たとえ自分を犠牲にしてでも他人や国のために尽くすという精神。
　　　　また、ヨーロッパのように「神」のためにという精神ではない。
　Ｂ　プロテスタンティズム

　　　　カルヴァンの予定説

全知全能の神の意思は不可知であり、救済に選ばれるものは神意による。神の栄光のために神の召命、すなわち職業に専心し、その結果得られた利得や蓄財は承認される。

近代史本論の基盤となる。
共和制ファシズム国家論（２）　　　　　　　　　　　＞Ｂ４レジュメ右
１）敬虔なるローマ人　

　　　ローマ人は宗教に非常に敬虔

ポリュビオス『普遍史』
「宗教は他国なら迷信とされることでも、ローマでは国家統合の要をなすものである。」

cf、ポリュビオスはギリシア人であるが、小スキピオの厚遇をうけ、ローマのことをよく観察できた。　
　キケロ『書簡集』
　　「神々への敬虔さ（pietas）と慎み（religio）ではローマ人はいかなる人々にもひけをとらない」

　宗教におけるギリシア人とローマ人
　　ギリシア人のtheoria（観）　
　　　　思念　→　言説行動　　　　　個人救済（祝祭宗教）

　　　　思いに浸り言葉に表す
　　ローマ人のreligio（慎み）

　　　　敬虔　→　現実主義　　　　　国家擁護（祭儀宗教）

　宗教におけるユダヤ人とローマ人

　　ユダヤ人　ひたすら律法（トーラー）を信仰の礎としながら選民としての生活を実践する

　　ローマ人　何よりも「父祖の遺風」を行動規範としながら恒久の名誉のために現世を生き抜く

　　　　　　「天はみずからを助ける者を助ける」

　　　　　　「人事を尽くして天命を待つ」

　　　　　　　　→　神の意思は不可知

２）信仰と労苦

　　　敬虔なる信仰心　　神々の世界を人知の及ばぬものと考える

　　　「父祖の遺風」　　貴族の反営利主義な倫理観

　　　ローマ人の特性honestum（キケロ）
　　　　理解（sapientia） 真理の認識と運用

　　　　正義（iustitia）　人と人との社会関係にあって信義にたがわない

　　　　勇気（virtus）　　高潔にして不撓不屈の勇気

　　　　節度（modestia）　行為と言動における秩序と限度、節度と節制

地中海世界帝国と「ローマの平和」　　　　　　　　　　　　　＞６講
オクタヴィアヌスの登場

　カエサルの養子となり、カエサルの死後アントニウス、レピトゥスとともに第二回三頭政治を成立させた。レピトゥスの失脚後、エジプトのクレオパトラと結んだアントニウスをアクティウムの海戦で破り、エジプトを支配化に。元老院からプリンケプス（市民の第一人者）の称号、アウグストゥス（尊厳者）の称号を受けた。
元首（皇帝）権力の成立

アウグストゥスによる国家の再建（皇帝権力の成立）

『神皇アウグストゥス業績録』の政治的配慮・イデオロギー

	P180　89　Ⅴ　国民と元老院によって与えられた独裁官職を余は受理しなかった。

毎年更新されるにしても、終身にわたるコンスル職もまた世に申し出があったが、余はこれも受理しなかった。

	P181　XXXIV　このような余の功績に対して、余はアウグストゥスの称号を授かり…
余の勇気、慈愛、正義、敬虔を称えるため…

余は権威において万人に優越していることがあっても、権力に関しては、余と共に公職にある同僚達より卓越したなにものをも、保持することは無い


市民共同団体における個人支配の正当化
　プリンキパトス
　　形式上は共和制：公職の兼任（potestas＝権力の否定）

　　事実上は元首政：権威・声望（auctoritas＝権威の強調）
　カエサルが独裁を行ったために打倒されたことを留意した政治
アウグストゥスの肩書き（後14年）
「最高司令官・カエサル・神の子・アウグストゥス・大神祇官・執政官13回・

　最高司令官の歓呼20回・護民官職権行使37年目・国父」
ユリウス・クラウディウス家の皇帝たち　　　　　　　　　　　　　＞６講

[image: image1]
理想の為政者としてゲルマニクスへの大きな期待があったため、

ゲルマニクスの死後も彼の近親が次々と皇帝に選ばれた　　　　　>第6項
P187　ゲルマニクスに関する評価は死にぎわや死後において、はるかに高まり確固たるものとなった。・・・
アウグストゥス　　（前２４－後１４）　　

ティベリウス　　　（１４－３７）

カリグラ　　　　　（３７－４１）

クラウディウス　　（４１－５４）

ネロ　　　　　　　（５４－６８）

古代の重要人物
小スキピオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞1講1）
　本名：スキピオ＝アエミリアヌス［前184頃～前129］

　実父：アエミリウス＝パウルス

　養父：大スキピオの長男
　共和制ローマ期の軍人、政治家。カルタゴの破壊者
　政敵も認めるほどの勇気と道義心があった

　恩人・人道主義者である反面、冷酷なる破壊者・帝国主義者でもあった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　例）ヌマンティアの攻略

　ギリシアの歴史家ポリビウス（アカイア同盟出身）との親交

　　
ポリビオス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞1講1）
　古代ギリシアの歴史家
　第三次マケドニア戦争の後人質としてローマに送られる

　小スキピオの庇護を受け、各地を旅行、研究

　主著『歴史』：政体循環史観にたつ

「なぜ数多くの都市国家のなかでローマだけが大強国になりえたか？」

　　→3つの権力（コンスル、元老院、平民会）が巧みに調和された混合政体

ローマ法に代表される、規律ある法秩序

　　　Mos marioum（祖先の威厳）という精神的規範
大スキピオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞4講3）
　[前236～前184]　
　第二回ポエニ戦争で残兵を再編してカルタゴの根拠地スペインを征服

　神々に愛でられし者　

ｅｘ）引き潮によるカルタゴ・ノヴァの占領

　　引き潮で海に道ができることを研究して進攻（モーセを思わせる）

　ギリシア風の衣装とギリシア趣味を公然とする（新兵訓練中のシチリア）

　（当時ギリシア文化は先進的な文化であり、受容派と拒否派があった）

　ローマの伝統主義への挑戦　→　個人崇拝への傾向

前202年ハンニバルをザマの戦いで破り、「アフリカヌス」の称号を得る
　

フィリッポス２世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞2講
　古代マケドニア王　アレクサンドロス大王の父
　前338年、カイロネイアの戦いでアテナイ・テーバイ連合軍を破りスパルタを除く全ギリシャに覇権を唱え、ペルシア遠征を目指すも暗殺される
アレクサンドロス大王　　　　　　　　　　　　　　　　　＞2講
　[前356～前323]

マケドニア王フィリッポス二世の子

　幼年期にアリストテレスを家庭教師に迎えギリシアの基礎的な教養を得る

　ギリシアの諸ポリスと同盟し、父の意志をついで前３３４年にペルシア東征

　前３３３年、イッソスの戦いでダレイオス３世率いるペルシア軍を破る

　前３３１年、ガウガメラの戦いで再びペルシア軍を破り、帝国の中心地ペル

セポリスを徹底的に焼き払った
アラビア遠征を計画するも、志半ばでバビロンにおいて高熱に死去　

彼の東方遠征によってギリシア文化とオリエント文化が融合し、ヘレニズム

文化が生まれる

カミルス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞3講4）
　マルクス・フリウス・カミルス[前446～前365]

　古代ローマの軍人・政治家

　ロムルスに次ぐローマ第二の創建者とされる　　指揮官として非常に有能

　前396年、ローマ軍を率いてウェイイというエトルリア人の町を攻略

　前387年、ケルト人の襲撃を受けて散り散りになったローマ市民たちを取りま

とめローマに向かって進軍し、ケルト人を蹴散らした
　
ハンニバル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞4講2）
軍隊に司令官として指名され、カルタゴから承認を受ける

イベリア半島の指揮を取り、エブロ川南方の制圧に着手

絶対的な人気

前218年に彼は5万の兵と37頭の象を連れ、途中で遭遇するガリア人を懐柔あるいは服従させつつピレネー山脈を越える

制圧した彼等を配下に加えつつ西進、ローマが彼の進路に気付くまでには　すでにローヌ川付近にまで近付いていた

イタリアへ進軍し、ローマの元老院を驚愕させる。
　トラシメヌス湖の戦い→カンネーの戦い→ザマの戦い
カトー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞4講3）
　贅沢とギリシア文化の流入を道徳的退廃の原因とする

　独裁者への危険人物を敵視する

　→スキピオ家とギリシア文化讃美者への嫌悪
　ギリシア文化の容認（ギリシア人拘留者の釈放）

　カルタゴの脅威にとりつかれる（「カルタゴ滅ぼさらずべからず」）

　救国の英雄となった大スキピオの改革的態度に警戒
①アウグストゥス





リヴィア





クラウディウス・ネロ





②ティベリウス





ドゥルースス





ゲルマニクス





④クラウディウス





③カリグラ





小アグリッピナ





⑤ネロ





アエノバブルス





○数字は皇帝の順序
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